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１．研究課題 

（和文）困難を有する若者にとっての「ソーシャルスキル」認識 

（英文）"Social Skill" Recognition of “At Risk” Youth 

 

２．研究期間 

２年間 

 

３．研究の概要（背景・目的・研究計画・内容および成果 和文 600字程度、英文 50word 程度） 

（和文） 

2009年制定された「子ども若者育成支援推進大綱」には「困難を有する若者」という表現が

ある。不登校やひきこもりなど対人不安によって社会参加が困難な者、あるいはいじめや非行

など社会性の形成が不十分な者などをさす。こうした排除されやすい若者に、学校内外で、ソ

ーシャルスキル獲得による社会参加参画の機会を支援することが政策課題として求められる。 

そこで、本研究では、2010-11 年度の都立高校中退者を取り上げ、従来の学校不適応という

典型的な「困難」理解を見直すため、当事者へのアンケートと聞き取り調査を行った。それに

よると、退学原因として生活リズムの乱れや対人関係の不具合をあげる事例が多く、また中退

後に長期間に及ぶ就学も就労もしないインターバル期間が存在しやすいこともわかった。さら

に進路指向によって、社会復帰のために治療・福祉的支援を求めた者と就労的支援を求めた者

とのソーシャルスキル認識の違いがあることも指摘できた（『社会学年誌』等）。 

 この知見を踏まえて、排除型社会の問題と支援方略の研究が進む欧米を先駆とする必要がで

てきた。アメリカでの修復的司法を基盤としたティーンコート（少年裁判）実践に関連して、

スペインでのプロジェクト・オンブレ（治療共同体運動）も調査すると、非行（薬物使用）な

どの問題行動をおこす若者に、共同生活による対人関係の調整や作業活動への参加と、通所に

よる家族を含めた心理治療活動との併用によって、ソーシャルスキルの獲得を促しつつ、社会

参加を促進する事例の多いことがわかった（「教育学研究会」等口頭発表）。 

（英文） 

We researched about "social skill" recognition and promotion of “At Risk” youth as follows: 

⑴ Drop out students in Tokyo public high school was analyzed by the questionnaire and 

the interview survey (2012-2013).  

⑵ Educational and therapeutic treatment program “Proyecto Hombre” for young offenders 

in Spain was researched by the ethnographic and the interview survey (2013-2014).  
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